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Bi4NbO8Clに代表されるビスマス系層状オキシハライドは，O-2pとBi-6s, 6pとの強い相互作用に起因する
特異な価電子帯構造ゆえに，可視光吸収能と光安定性を兼備する有望な可視光水分解用光触媒として注目
されている。本研究では，当該材料群の系統的な探索に適した新規合成法の開発，およびその合成法によ
り合成した新物質群の物性理解を目的とし，極端紫外光光電子分光（EUPS）による表面分析を行った。

ビスマス系層状オキシハライドの系統的な探索のため，構成単位となる化合物を多段階的に反応させて目
的物を得る”Bricklaying Synthesis”（レンガ積み型合成法）を考案・適用し（Fig. 1），ペロブスカイト層
の厚みが３～５層（n = 3−5）である３つの新物質の合成に成功した。なお，ペロブスカイト５層系の合
成に成功したのは本研究が初めてである。さらに，これら化合物の光触媒水分解活性がペロブスカイト層
の厚みが増すほど向上することを明らかにした。

先行研究では層状オキシハライドの光触媒活性は表面のCl量に強く依存することが報告されているが，
EUPS測定から求めたこれら化合物の表面Cl/Bi比はいずれも化学式から予想される値と良く一致し，ペロ
ブスカイト層の厚み増加に伴う光触媒活性の向上は表面Cl量では説明できなかった（Fig. 2にn = 3のEUPS
スペクトルを示す）。本結果は，光触媒活性向上の理由が，表面組成よりもむしろバルク特性の方にある
ことを示唆しており，ビスマス系層状オキシハライドの物性理解につながる成果であると言える。

本研究は、学生研修で、研究上困っていたことを解決するために、事前に効率的な測定を準備した。

研修はオンラインとなったが、リアルタイムで測定と解析を行い、研修後もオンラインで支援を継

続し、論文に重要なサポートデータにつながり、早期の論文化となった。我々にとっても完全リ

モートによる支援の良い経験になった。 （支援実施者：富江敏尚, 石塚知明, 松林信行）
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Fig.1 A schematic illustration of the bricklaying synthesis for

bismuth-based layered perovskite oxychlorides BaBi5Ti3O14Cl

(n = 3), Ba2Bi5Ti4O17Cl (n = 4) and Ba3Bi5Ti5O20Cl (n = 5).

Fig. 2 EUPS spectra of BaBi5Ti3O14Cl (n = 3); (a) Cl 2p (Ci 2p1/2 area: 14038; 

Cl 2p3/2 area 28076; total: 42114) and (b) Bi 4f (Bi 4f5/2 area: 29932; Bi 4f7/2

area: 42096; total area: 72028).


